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土木・農林など重点に補正
6月定例市議会が、 6月11日から27日まで、

17日間の会期で聞かれました。今回の市議会で

は、「職員の定年等に関する条例制定案J i上田

市観光会館条例制定案J i昭和59年度上田市一般

会計補正予算案」など27議案が審議されました。

このうち、 26議案が可決 ・承認され、 1議案が

否決されました。

6月議会で決まった59年度予算

中南 正 予 算 客員

一般会計 10億 593万3千円

特別会計

予 算 古頁

一般会計 197憶6，505万9千円

特別会計 89億6，810万7千円

補正予算の主な内容(一般会計)

*民生費

川西墓地整備事業(108基設置)

*労働費

勤労者福祉センター床張替工事

( 3階タイル張 り替え)

*農林水産業費

特定地域農業振興総合対策事業 500万7千円

補助金(石神 など農業生活改善センタ一)

小牧非補助土地改良事業工事など 2億1，700万円

土地改良事業補助金 1億3，588万4千円

(五加かんがい排水事業ほか27件)

*商工費

バイオテクノロジ一信州シンポジウム補助金

*土木費

市道川原柳豊里線歩道設置事業

市道中之条14号線歩道設置事業

小牧川辺町線改良舗装工事

国分線道路新設用地買収

中之条14号線道路新設用地買収

別所公園事業(テニスコート4面など)

市民の森公園事業

(第 1・第 2グランドなど)

長池公園事業(ゲート ボール場など)3，476万8千円

上田駅構内駐輪場設置事業 115万1千円

*教育費

西小学校便所改修工事(水洗化)

原因遺跡埋蔵文化財緊急発掘調査

2，722万2千円

1，260万円

2，070万円

9，300万円

8，800万円

4，700万円

6，935万円

1億2，480万円

213万円

70万円

1，150万円

285万円

(特別会計には産院事業も含む)

除

・‘会

条
例
の
制
定

咽静

マ
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
職
員
の
定

年
年
齢
、
定
年
退
職
日
な
ど
に
つ
い

て
制
定
し
た
も
の
で
、
昭
和
六
十
年

三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

マ
上
田
市
観
光
会
館
条
例
の
制
定

上
回
城
跡
こ
の
九
橋
u

削
れ
川
内
字

国
主
館
跡
に
建
設
中
の
ト
.
同
市
観
光

上
田
駅
構
内
に
自
転
車
の
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す

会
館
が
、
八
月
末
に
完
成
す
る
の
に

伴
い
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
観
光
会

麦
価
実
現
に
関
す
る
意
見
書

現
庄
の
わ
が
凶
の
農
業
は
、
長
年

れ
る
よ
う
強
〈
要
請
す
る
e

V
第
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次
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か
年
計
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別所公園には、今年度テニスコー

ト4面と子供の広場などを建設

だ

8月末の完成を目指して急ピッチで工事が進められる

上回観光会館
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会
館
が
、
八
月
末
に
完
成
す
る
の
に

伴
い
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
観
光
会

館
に
は
、
郷
土
特
産
品
の
実
演
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
上
田
市
の

観
光
事
業
及
び
地
場
産
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

立思

室田

見

*
電
気
通
信
事
業
改
革
法
案
の
慎
重

審
議
を
求
め
る
意
見
書

今
国
会
で
審
議
中
の
電
々
改
革
三

法
案
は
、
電
気
通
信
事
業
の
全
面
的

自
由
化
と
公
社
の
民
営
化
を
柱
と
し
、

事
業
の
全
分
野
に
競
争
原
理
を
導
入

す
る
な
ど
、
事
業
の
公
共
性
よ
り
効

率
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

新
期
参
入
業
者
は
利
益
の
上
が
る
地

域
に
集
中
す
る
反
面
、

地
域
に
よ
っ

て
は
大
幅
な
料
金
値
上
げ
や
サ
ー
ビ

ス
格
差
な
ど
、
負
担
と
不
便
が
増
大

す
る
危
険
が
あ
る
。

よ

っ
て
、
公
社
改
革
に
関
す
る
審

議
に
あ
た
っ
て
は
、
公
衆
電
気
通
信

法
の
示
す
「
あ
ま
ね
く
且
つ
公
平
」

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
原
則
を
踏
ま

え
、
国
民
の
た
め
の
情
報
通
信
の
確

立
を
目
指
し
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

*
外
米
輸
入
阻
止
・
国
民
食
料
安
定

確
保
・
米
穀
政
策
確
立
、
要
求
米

草
久
舗
四
回
申
失
調
机

rh聞
附
サ
ヲ

噂奇
書
思
同
九
書
官

現
在
の
わ
が
国
の
農
業
は
、
長
年

に
わ
た
る
生
産
調
接
、
米
価
の
抑
制
、

四
年
連
続
め
冷
災
害
に
よ
っ
て
、
そ
の

経
営
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
情

勢
を
打
開
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

マ
米
の
輸
入
は
断
じ
て
行
わ
ず
、

食
料
の
国
内
自
給
率
の
向
上
を
基
本

に
農
産
物
の
備
蓄
の
強
化
な
ど
、
食

料
安
全
保
障
体
制
の
確
立
と
総
合
的

な
食
料
政
策
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

マ
水
田
利
用
再
編
第
三
期
対
策
の
転

作
政
策
を
見
直
し
、
転
作
規
模
の
大

幅
緩
和
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
施
策

と
し
て
恒
久
的
な
備
蓄
制
度
の
確
立

を
図
る
こ
と
。
マ
五
十
九
年
度
産
米

政
府
買
入
価
格
は
、
生
産
費
及
び
所

得
を
償
う
六
十
匂
当
り
一
万
九
千
三

百
八
十
四
円
と
す
る
こ
と
。

*
道
路
財
源
確
保
等
に
関
す
る
意
見

書道
路
予
算
の
現
況
を
み
る
と
き
、

政
府
は
数
年
来
引
き
続
き
抑
制
措
置

を
講
じ
て
い
る
。
長
野
県
は
、
山
岳

県
と
い
う
地
理
的
条
件
な
ど
か
ら
道

路
に
対
す
る
依
存
度
か
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
道
路
整
備
が
著
し
く
立

ち
後
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、

政
府
に

お
か
れ
て
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら

マ
上
田
市
観
光
会
館
条
例
の
制
定

上
田
城
跡
二
の
丸
橋
前
の
旧
点
下

図
書
館
跡
に
建
設
中
の
上
岡
市
観
た

れ
る
よ
、
7
強
く
要
請
す
る
ν

マ
第
九
次
道
路
笠
備
か
か
年
計
酬

の
完
全
達
成
を
図
る
こ
と
。
マ
道
路

特
定
財
源
と
さ
れ
て
い
る
庫
発
油
税
、

自
動
車
重
量
税
な
ど
の
特
別
税
率
は

昭
和
六
十
年
度
以
降
継
続
す
る
こ
と

マ
昭
和
六
十
年
度
国
の
予
算
に
お
い

て
は
、
自
動
車
重
量
税
は
全
額
道
路

整
備
に
充
当
す
る
こ
と
。

。
。

こ
の
ほ
か
「
山
の
緑
を
守
り
、
民

間
林
業
労
働
の
雇
用
安
定
、
労
働
条

件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」
「
昭
和
六
十
年
度
治
水
関
係
予

算
に
関
す
る
意
見
書
」
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

関越道上越線建設・地域道路網整備

促進住民大会を7月25日開催
この住民大会は、 7月25日(水)午後2時から、上

田市民会館大ホールで開催きれます。大会の趣旨

は、関越道上越線の佐久一更埴聞の整備計画路線

への格上げ¥地域道路網の整備促進などにより地

域の産業・経済・文化の発展を目指します。

〈交通対策謀E⑫4100内線369>
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市
は
昨
年
四
月
か
ら
、
時
差
出
動
や
パ
ス
・
電
車
へ
の
乗
り
替
え
な
ど
四

つ
の
方
策
に
よ
る
交
通
渋
滞
解
消
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
通
対
策
課

で
は
、
こ
の
運
動
の
効
果
を
み
る
た
め
、
今
年
も
六
月
十
八
日
か
ら
六
日
間

「
通
過
交
通
量
調
査
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
朝
の
二
時
間

の
通
勤
マ
イ
カ
ー
は
昨
年
よ
り
百
五
十
一
台
減
少
し
、
通
勤
時
間
も
わ
ず
か

で
す
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

運
動
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
定
着
し
つ

つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

えつ広報-第 915号

通勤マイカーが150台減少

市
は
、
昨
年
四
月
か
ら
「
あ
な
た

の
協

力

ゆ

と

り

の

通

勤

マ

イ

ナ

ス
一
千
台
運
動
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
交
通
渋
滞
解
消
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
マ

イ
カ
ー
か
ら
パ
ス
・
電
車
へ
の
乗
り

替
え
、
バ
イ
ク
・
自
転
車
で
の
通
勤

な
ど
四
つ
の
方
策
に
よ
り
、
朝
の
通

勤
時
に
集
中
す
る
マ
イ
カ
ー
を
一
千

台
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

交
通
対
策
課
で
は
、
こ
の
運
動
の

効
果
を
み
る
た
め
、
今
年
も
六
月
十

八
日
聞
か
ら
二

十
三
日
出
ま
で

「通

過
交
通
量
調
査
」
と
「
マ
イ
カ
ー
所

要
時
間
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

(
調
査
結
果
は
、
次
ペ

ー
ジ
の
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
)

通
過
交
通
量
調
査

通
過
交
通
量
調
査
は
、
午
前
七
時

か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
市
内
の

秋
和
交
差
点
、
国
分
交
差
点
、
上
田

橋
な
ど
八
地
点
で
、
市
街
地
へ
向
か

う
車
両
台
数
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
通
勤
マ
イ
カ
ー

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
五
日
間
で

一
日
平
均
台
数
が
九
千
八
百
五
十
三

台
と
、
昨
年
の
同
時
期
調
査
に
比
べ

百
五
十
一
台
減
少
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
千
曲
川
右
岸
地
区
で
は
、

全
体
で
二
百
四
十
台
減
少
し
ま
し
た
。

調
査
地
点
別
で
は
、

祢
津
線
、

下
堀

旧
道
、
神
科
小
な
ど
で
減
少
し
ま
し

た
が
、
特
に
祢
津
線
は
百
三
十
四
台

も
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
秋
和
交

差
点
は
三
十
九
台
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
地
区
は
、
上
田
橋
で

百
五
台
減
っ
た
も
の
の
古
舟
橋
が
百

九
十
四
台
の
増
加
と
な
り
、
差
し
引

き
八
十
九
台
の
増
加
で
し
た
。
古
舟

橋
の
大
幅
増
は
、
上
田
橋
が
比
較
的

渋
滞
す
る
た
め
、
古
舟
橋

へ
マ
イ
カ

ー
が
流
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
は
、
市
街

地
へ
向
か
う
路
線
を
七
路
線
選
び
、

最
も
渋
滞
す
る
時
間
帯
の
通
勤
所
要

時
間
を
調
査
し
ま
し
た
。

千
曲
川
右
岸
地
区
で
は
、
下
塩
尻

|
市
役
所
問
と
中
吉
田
|
市
役
所
聞

が
昨
年
の
所
要
時
間
よ
り
、
五

i
六

分
短
縮
さ
れ
た
の
が
目
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
畑
山
|
市
役
所
聞
は
昨
年

よ
り
約
四
分
余
計
に
か
か

っ
て
い
ま

す
が
、
川
久
保
橋
に
で
き
た
信
号
の

影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

干
曲
川
左
岸
地
区
で
は
、
三
路
線

の
う
ち
川
西
支
所
|
西
武
交
差
点
間

(
上
田
橋
経
由
)
が
昨
年
よ
り
約
五

分
余
計
に
か
か

「
て
い
ま
す
が
、
半

過

山

口

西

武
交
差
点
問
は
約
三
分

の
短
縮
と
な

っ
て
い
ま
す
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(58年と の比較míl.~ )
59年台数59年6月18日(月)-23日出午前7:00-9:00マイカ一通過交通量調査結果

左右
広域

農道

下堀

旧道

国分

交差点

秋和

交差点
岸上回橋古舟橋岸祢i章線神科小天候時日

内
d

M
山

崎

ゅ

は

叫

河

川

円

引

山

川

初

w

一
川
町
似
同

州

刈

川

九

F
U
P
R
・-内
M
U
-
w
Hれ
炉

、

d
-
V作
八

勾

'
'
-
a
a
z
n
M
U

4

!

-

9』

!

-

4

L

，4
'

-

t

i

'

(

m
一
&

9
一
&

9
一
&

9
一
一A

9

n
o
q
d
-
a
'
n
u
d
-
a
a
τ
'
i
-
'
l
p
O
一

a
4
n
w
u

n
L
A
U
-
勾

t
a
a
y
一
'
i
p
O
一
n
L
n
w
u
-
q
d
A
U

9
b
p
b
-
r
t
q
u
-
2
A
司

A

一'
A
q
d

一・i
A
-
z

(ι
一

ム
-
企

ι一
(
ι一
I
、
A
h

且
U
Q
d
-
Q
U
Q
u
-
q
d
A宅
一

1
A
ι
υ

一

n
b
t
A

R
U

唱A
一
E
d
t
A

一内
d
a
'

一
ι
u
t
A

一
t
A
n
b

a
A
一
企

ふ

一

l
M
A
-
A
A
一

U

J

，f・‘

t
a
一

/
L
、
，E
A
-
d
a
-
-
A
-

〆{、
，且

-
d
a
-
E
A

4，275 

6月21日同

1，677 2，598 

(286) 

2，884 

(132) 

2.730 

( 119) 

2，717 

(182) 

2，780 

(250) 

2，848 

5，729 

F
D
a
-
-
n
L
7
・
一
q
d
p
O

一
F
O

内』

一
a
a
τ
p
h
d

E
u
Q
u
一
ι
U
F
U
一
a
uτ

。。
-
o
o
s
-
-
弓

t
z
d

f
t、
弓
'

-
q
L
a
唯一

q
J
9
1
u

一
q
d
q
d

一
q
L
a
'

FL
一
企

丸

一

A

L
一
企

1
一

A

5，

n

υ

-

A

U

一

巧

t

一

9

u

-

n

B

。40
8
一
a
9
0
5
一
ワ
釘
噌
i
-
a
a
τ
ι
v
-
q
J
Q
d

唱i
p
o

一
'
i
s
a
τ

一唱
i
ι
υ

一
'
A
4
4

一
'
i
a
a
τ

企

3
一
企

3
-
a
3
一
企

3
一
企

3

488 610 

(37) 

647 

(3) 

613 

(企27)

583 

(企16)

594 

(32) 

642 

1，293 

(0) 

1，293 

(企73)

1，220 

(企80)
1，213 

(企63)
1，230 

(企89)

1.204 

1，054 

(企75)
979 

(企75)
979 

(企107)
947 

(企76)

978 

(企76)
978 

1，435 

(120) 
1，555 

(13) 

1，448 

(..46) 

1，389 

(企94)

1，341 

(企36)

1，399 

849台

(103) 
952台

(10) 

859台

(44) 

893台

(5) 

854台

(34) 
883台

くもり

のち晴

くもり

くもり

くもり

58年調査平日平均
(雨天を除いたもの)

6月18日開)

6月19日(刈

6月20日附

雨6月22日幽

3，862 1，505 2，357 4，998 340 586 1，103 800 1，458 711台雨6月23日仕)

(企105)
1，572 

(194) 

2，792 
( .. 山1日印34汁4引)(6) 

616 
(企61)
1，232 

(..82) 

972 

(..8) 
1，427 

(39) 

888台
59年調査平日平均
(月~金の平均)

(58年と の比較)
59年所要時間59年 6月18日(月)-23日(土)マイカー所要時間調査結果

23日22日21日20日19日18日
58年6月

平日平均
(雨天を除()

出発

時刻

主な通過路線

経由地

地

土金木水火月調査区間区

全
体
で
二
百
四
十
台
減
少
し
ま
し
た
。

調
査
地
点
別
で
は
、
弘
件
、
津
線
、
下
堀

くもり
のち晴

千l川西 西武 |国道143号線|午前 1 ~n .ð..I\M，I ， 103分32秒)I(5分51秒)1(1分38秒)I(0分15秒)1(35分27秒)1M " M~， I ， 1(5分19秒)
副支所λ回交差点| 上田橋 1 7 時20分 1 39分附 1 \52分32秒 1 \44分間 1 \4紛附 1 \39分15秒 I~時間附惜1 30分23秒 |44分19秒

~I諸都猷|吋開鴻1 7 剛分 I 295t00 秒、 持 ぉぉfa分20秒|側
地|半過 |県道上回稲荷山線1'7 ....cl¥.o.1 'l?.o.， c-bb 1(.4分45秒)I(血5分45秒)1(1分15秒)1(.3剣勝)I(6 分15秒 ) I''''' ~^$，'， 1(.3分l附)
区|山口ご密交差点| 古舟橋 1 7時50分 123分問 1¥i8知的 1¥i7%3ゅ |24分30秒|附州 295t30秒|附30秒|州5秒

1 1!l ~18~*!_l_ ry 1 7時50分i州 O秒 l(関Z)122務)I(おお)1抑制(訪問問O秒I(間3)
7附 119分川322Z)|(間務)I(叫 312%営)|(21231)|24分57秒I(問 1
7時30分 117分附JZ;;111221122拡|(A22112221)卜5分2叫(おお)
7時5紛 124分53秒!(斜路)I(おお)13抑制(以制(似認)120分附I(鋭3i

同雨くもりくも りくもり，1]1] 

千|下塩尻今市役所|国道18号線上り
曲ト 5・h

川|大

右

:1畑 T72役所
区|中吉田今市役所l県道小諸上回線
1.' ~ u; .;~rlÂlJ l (祢津街道)

屋今市役所|国道18号線下り
6.2km 

国道144号線

交通渋滞解消運動

きょうのあなたはどの方法ですか?

①事業所、労働組合の協力で時差出動

②10日に 1度はノーカーデー

③近距離(4 krn未満)の人はバイク・自転車で通勤
④気分を変えてパス・電車で通勤
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市
防
除
対
策
本
部
を
設
置

県
内
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
木

曽
郡
山
口
村
で
初
め
て
松
く
い
虫
に

よ
る
被
害
木
か
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
上
田
市
を
含
め
長
野
市
、

更
埴
市
な
ど
十
市
町
村
で
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

ン
チ
れ
ほ
ど
の
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
」
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
虫
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
カ
ミ
キ
リ
虫
が
直
接

松
を
枯
ら
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
カ
ミ
キ
リ
虫
に
よ
っ
て
運
ば
れ

る
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
と

い
う
体
長
わ
ず
か
一
ミ
リ
灯
に
も
満

た
な
い
線
虫
が
、
松
に
入
る
こ
と
で

枯
れ
る
の
で
す
。

つ

こ
の
ほ
ど
、
緑
が
丘
地
籍
の
太
郎

山
山
腹
で
発
見
さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の

枯
損
木
は
、
県
及
び
国
で
検
査
し
た

と
こ
ろ
、
上
田
市
で
は
初
め
て
の
。
松

く
い
虫
。
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
六
月
二
十
八
日
に

「
上
田
市
松
く
い
虫
防
除
対
策
本
部
」

を
設
置
し
て
、
被
害
木
の
調
査
な
ど

防
除
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
の
正
体
は
、
体
長
三
セ

犯
人
は
一
ミ
リ
の
線
虫

え広報

松
は
な
ぜ
枯
れ
る

今
ま
で
青
々
と
美
し
か
っ
た
松
が

-第 915号

秋
か
ら
春
に
か
け
て
急
に
赤
く
な
り

枯
れ
て
し
ま
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

松
く
い
虫
に
よ
る
も
の
で
す
。
枯
れ

る
原
因
は
、
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
」
の
か
じ
っ
た
傷
口
か
ら
侵
入
し
た

「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
が
、

松
の
木
の
中
で
爆
発
的
に
増
え
、
松

や
に
の
出
方
が
激
減
し
て
針
葉
が
し

お
れ
、
木
の
上
の
方
か
ら
枯
れ
始
め

る
の
で
す
。
早
い
も
の
で
は
、
二

i

三
か
月
で
枯
れ
ま
す
が
、
こ
の
地
方

で
は
翌
年
に
枯
れ
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

枯
損
木
は
焼
却
処
分
に

上
田
市
松
く
い
虫
防
除
対
策
本
部

で
は
、
被
害
木
の
徹
底
調
査
を
し
て
、

枯
損
木
は
す
べ
て
伐
採
焼
却
処
分
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
焼
却
が
不

可
能
な
場
合
は
、
く
ん
蒸
剤
に
よ
る

白、‘，
-
t

、、ーいだ¥ 、へい

そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備
え
て
、
毎
日
練

、
こ
と
'
し
ょ
、ヮ

薬
剤
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
枯
損
木
の
早
期
駆
除
が

で
き
る
よ
う
、
ま
ず
自
治
会
長
の
承

諾
を
得
た
後
、
駆
除
し
ま
す
。
そ
の

後
、
森
林
所
有
者
か
ら
承
諾
書
を
得

る
手
続
き
を
進
め
ま
す
の
で
、
所
有

者
の
皆
さ
ん
は
御
承
知
く
だ
さ
い
。

守
る
に
は
消
毒
が
一
番

健
全
な
松
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
消
毒
を
す
る
方
法
が
一

番
で
す
。
消
毒
の
方
法
、
薬
剤
な
ど

の
相
談
は
、
上
田
市
森
林
組
合
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線
3
2
4
)
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
枯
れ
た
松
を
発
見
し
た
と

き
は
、
農
林
課

(
宮
⑫
4
1
0
0
内

線
3
2
4
)
ま
た
は
上
田
市
森
林
組

合
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

松〈い虫の正体「マツノマダラカミキリ」

~¥j V:.--1 mm 帽
を
し
て
く
だ
さ
い
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初
日
出
は
み
ん
な
で

夏
の
夜
を
楽
し
く

市
民
の
祭
り
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
ま
で
十
日
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
も
十
三
回
を
迎
え
ま
す
。

七
月
二
十
八
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭
り
ム

l
ド
が
盛
り
上

が
っ
て
く
る
ニ
と
で
し
ょ
う
。
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
市
民
み
ん
な
の
祭
り

で
す
。
市
民
総
参
加
で
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

七
月
二
日
か
ら
始
ま

っ
た
各
連
の

申
込
受
付
は
、
こ
の
十
六
日
で
締
め

t 1ず切

C2ら'tL 
uナ ま
g I、入与
一一-S??1 

j iz 
fこ J三
各、
あ
連 L

はら

以

北

也

仏
、
、

ィ

L

‘、司h
.
，

l

，
，
e

、

W

川、14
r
松

そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備
え
て
、
毎
日
練

刊
に
余
念
か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う

事
務
所
聞
き
は

7
月
幻
日
間

本
年
は
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の

事
務
所
が
、
上
田
商
工
会
議
所
前
の

上
田
市
農
業
協
同
組
合
上
回
卒
業
所

の
二
階
に
置
か
れ
ま
す
。

日
事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
三
日

間
午
後
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞
き
が

済
む
と
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
事

務
は
、
す
べ
て
こ
の
事
務
所
で
行
い

ま
す
。

電
話
は
、

⑧

0
7
2
0
番
で
す
。

連
..d、
コエ

7 i:i義
月は

26 
日
同

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
連
に
は
、

連
会
議
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

連
会
議
は
七
月
二
十
六
日
州
市
民
会

館
二
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

こ
の

会
議
で
は
、
速
の
配
置
、
当
日
の
注

意
い
や
項
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
連
の
先
一
四
に
立
て
る
「
連
ど

う
ろ
う
」
の
紙
、
う
ち
わ
な
ど
を
お

渡
し
し
ま
す
。

連
の
代
表
の
皆
さ
ん
は
、
必
す
出

席
を
し
て
く
だ
さ
い
。

連
ど
う
ろ
う
の

お
申
し
込
み

連
の
前
に
は
、
「
連
ど
う
ろ
う
」
を

必
ず
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
述

や
新
し
い
連
に
は
、
事
務
局
て
実
質

(
一
本
三
千
円
程
度
)
で
お
わ
け
し

ま
す
。放

送

設

備

の
取

り

付

け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ヒ
ー

ヵ
ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
音
量
の
試
験
な
ど
て
、
お

祭
り
広
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
や
通
行
の
皆
さ
ん
に
御
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

生
演
奏
速
は
、
も
う
今
月
の
初
め

か
ら
上
回
公
聞
の
中
の
総
合
展
示
館

て
練
刊
を
始
め
て
い
ま
す
二
十
三

日
か
ら
は
毎
晩
、
こ
こ
で
練
刊
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
踊
り
連
の
皆
き
ん

も
練
刊
を
兼
ね
て
お
出
か
け
く
だ
さ

も
し
V
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日ごろ「特に、自分の健康には気をつけている」という人でも、健康の基本と なる

「健康診断を一年間の間に受けましたかじの調査では、約70%が受診したにすぎず、

一般的には、受診率は40歳以上の市民の10%未満にとどまっています。

自分の健康は、自分で守ることが大切です。その健康を守るためには正しい日常生

活も肝心ですが、年一回は定期的に健康診断を受けることが必要です。

上田市では、働きざかりの人たちを対象に各種の健康診断を行っています。毎年一

回、誕生日など日を決めて受診しましょう 。

一査
一
>

診
一
査

康
一
診

M
M

一
康

ゴ
得- 主に脳卒中、心臓病などの循環器疾患の早期発見と予防が目的で、 40歳以上の
方が対象です 0・費用は無料です。・市内の全病(医)院で、いっても受診できますが、病(医)院によって診療時聞が異
りますので、確認のうえおでかけくだきい。

<精密診査>

- 上記の健康診査の結果、詳しい検査の必要な方には「心電図Jr眼底Jr肝機能」

「血糖J rコレステロール」なとマの各必要な検査が行われます。・精密診査の必要の方は、 1人1，000円の費用がかかります。
(70歳以上の方は無料)

※「精密診査Jr子宮方、ン検診Jr胃カ、、ン検診」については、 70歳以上の方は無料です。

(健康手帳をお持ちください)

※千活保護世帯および市民税非課税世帯の方には無料受診証を差し上げますので、

受診前に保健予防課へ御請求ください
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Fシ検診1
<子宮ガン検診>

子宮ガン検診医療機関一覧表(50音順)

- 子宮(頚)ガンの早期発見が目的で、 30歳以上

の方が対象です。

・ 検診の費用は 1人1，000円です。

・ 右記の産婦人科医で、診療時間中いつでも受診

でき ますが、病(医)院により診療時間が異り

ますので、電話などで確認のうえおでかけく

だきい。

<胃ガン検診>

医療機関名

市川産婦人科

上田市産院

共立産婦人科

国立東信病院

竹内産婦人科

豊 田医院

長岡産婦人科

新美産婦人科

服部産婦人科

三浦産婦人科

三好町産婦人科

- 胃カ、、ンの早期発見が目的で、 35歳以上の方が対象です 0

・ 検診の費用は 1人500円です。

・ 毎年 5 月 ~8 月 に、 お近くに胃検診車が ま い ります。

<乳房検診>

- 乳方、ンの早期発見が目的で、 30歳以上の方が対象です 0

・ 検診の費用は 1人800円です。

・ 毎年 7 月 ~ 12月に、お近くに乳房検診車がま いり ます 。

<肺ガン検診>

所 在 電話

丸 堀 22-1186 

城 ヰヒ 22-1573 

鷹匠 町 22-8480 

緑が 丘 22-1890 

馬場 町 22-1321 

下紺屋町 22-1158 

馬 場町 22-4370 

大 屋 35-0012 

オL 堀 24-2830 

田 町 22-0350 I 

後日 所 23-2381 I 

・ 肺方ンの早期発見が目的で、長期喫煙者、誌のて、る方、粉屋の多い生活環境の

方などが対象です。

・ 検診の費用は 1人1，000円です。

・ 8 月 ~ 9 月の結核レントゲンの際に受付をし ま す。

(詳しくは、結核レントゲンの通知を、御覧ください。)

<大腸ガン検診>
- 大腸方、ンなどの早期発見が目的で、 40歳以上の方が対象です 0

・ 検診の費用は 1人120円です。

・ 10 月 ~12月、保健予防課または保健補導員きんにお申し込みくだきい。

上田市民生部保健予防課 TEL (22) 4100内線289



上田交通パス

も停車

バス停移動

午後7:00以後駅前

バス停がここ

へ移動

午後 7 時~10時30分、 駅前タク

シ一乗り場は、イ 卜ーヨー力ド

一前へ移動。

午後10時30分以降は、ふだんの

タクシー乗り場へ移動。

く

< 

古舟橋へ
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さあ上回わっしょい

み
こ
し
は
午
後

5
時
か
ら

踊
り
は
同

7
時
的
「
分
か
ら

本番です

午
後
五
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行

者
用
道
路
に
な
っ
て
、
各
所
か
ら
「
み

こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
十
数
台
の
「
み
こ
し
」
が
出
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
か
つ

ぎ
ま
し
ょ
う
。
「
み
こ
し
」
の
時
間
は
、

午
後
七
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
始
ま
り
ま

えつ広報r 第915号
， 
7-ー

す
。
上
田
市
役
所
正
面
玄
関
前
の
ス

テ
ー
ジ
で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
の
曲
が
お
祭
り
広
場

に
流
れ
ま
す
。
中
間
に
十
分
程
の
休

憩
を
は
さ
ん
で
、
踊
り
は
午
後
九
時

四
十
五
分
ま
で
続
き
ま
す
。

本
部
は
上
田
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に

設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、

急
病
人
な
ど
は
本
部
へ
御
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
例
年
、
迷
チ
が
多
く
出
ま
す
。

お
r
ず
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万
一
、
お
r
ず
さ
ん
が
迷
チ

に
な
っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

電
話
は
、

⑮

0
7
2
0
で
す
。

シ
ル
バ
ー
シ

l
卜
を

設
け
ま
す

原
町
の
ユ
ニ
!
と
上
田
信
用
金
庫

本
居
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(
シ
ル
バ

ー
シ
l
卜
)
を
設
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
泣
は
、
例
年
、
大

変
出
雑
し
ま
す
、
お
年
寄
り
、

f
作

連
れ
の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ

の
辺
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
規
制
は

午
後

5
時
l
同
川
即
時
却
分

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
十
時

三
十
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
車
の

乗
り
よ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

伴
っ
て
周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制
さ

れ
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
お
祭
り
広
場
内
外
め
交
通
整
理
及

び
雑
踏
笹
備
は
、
笹
察
署
・
交
通
安

全
協
会

・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

午
後
五
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の

中
の
バ
ス
停
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
午
後
七

時
か
ら
西
武
上
田
居
前
へ
移
り
ま
す
。

そ
の
他
パ
ス
の
運
行
が
変
わ
り
ま
す

臨時パス・電車時刻表
会社名 西武前発 fi 先

，!J;:l:JH子、 男リR好iEtよ
パ上ru支;1自 21:50 泉行、九子町行、

( 臣品 u~，) 
J'i回h、傍陽行

21:50 
回中行、大JII行、

千[111ノごス
(臨時j 上宝tl行、日i'Jj， 
行、号Ij所出泉行

スト一一一一ー
上I包bt，1I

川中!;ン、え 21:50 (八?、::<.1苧ii辿)
1臨時 } ') せん

半過行

の
後
は

で
き
る
だ
け
風
通
し
の
よ

も
の
を
大

の
で
、タ

ク
シ
ー
乗
り
場
も

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
午
後
七
時
か

ら
イ
ト

l
ヨ
l
カ
ド
|
前
へ
移
動
し

ま
す
。
交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時

三
十
分
か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど

り
ま
す
。
現
場
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

お
祭
り
広
場
に
近
い
駐
車
場
は
、

こ
く
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ま

た
、
付
近
の
道
路
は
駐
車
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
す
で
き
る
だ
け
パ
ス
、

電
車
等
交
通
機
関
を
御
利
用
く
だ
さ

い
。
お
祭
り
が
終
わ
る
と
、
西
武
上

田
居
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま
す

裏
面
の
地
図
を
御
覧
く
だ
さ

上国型社主主三一ど
別所品泉行
下之郷駅からM1:111 
i fパ 7、に持続

男IJ戸斤j品泉h
下之綿駅かLパス掩
純なし

号IJ所温泉行
下之郷駅から札 f町
1fぺスに保健

号IJ，.;斤j品;R行
ト之鶴駅から，、ス持

続なし

L、
。
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連
れ
の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ

の
辺
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第 915号一

夏

汗
が
大
敵
・
・
・

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で

す
。
信
州
の
夏
は
涼
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
や
は
り
暑
さ
が
気
に
な
る

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
決
ま
っ
て

湿
疹
が
で
き
た
り
、
皮
膚
が
か
ゆ
く

な
っ
た
り
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

特
に
、
小
き
な
お
子
き
ん
が
い
る
家

庭
で
は
、
夏
に
な
る
と
「
あ
せ
も
」

に
悩
ま
さ
れ
る
お
母
さ
ん
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
回
は
夏
に
多
い
皮
膚

の
病
気
と
し
て
、
「
あ
せ
も
」
と
「
と

び
ひ
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
「
あ
せ
も
」
一

ま
ず
「
あ
せ
も
」
で
す
が
、
こ
れ

は
汗
が
原
因
で
で
き
ま
す
。
皮
膚
の

表
面
に
は
、
汗
の
出
る
穴
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
が
汗
や
ほ
こ
り
で
つ
ま

っ
て
し
ま
い
、
汗
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

皮
膚
の
外
に
出
れ
な
く
な
り
、
皮
膚

だえつー (7)ー一一一昭和59年7月16日 広報

の
皮
膚
病

の
中
に
に
じ
み
出
て
し
ま

っ
た
と
き

起
こ
る
も
の
で
す
。
「
あ
せ
も
い
が
子

供
に
多
い
の
は
、
ま
だ
皮
膚
が
弱
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
汗
を
か
く
量

が
と
て
も
多
い
か
ら
で
す
。
子
供
の

場
合
、
大
人
の

二
倍
も
汗
を
か
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
せ
も
」
は
、
汗
の
か
き
や
す

い
額
、
わ
き
の
下
、
首
筋
、
背
中
に

た
く
さ
ん
の
ボ
ツ
ボ
ツ
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
か
ゆ
み
が
強
い
た
め
、
子
供

は
夜
よ
く
眠
れ
な
か

っ
た
り
、
機
嫌

が
悪
く
な
り
ま
す
。

「
あ
せ
も
」
の
予
防
と
し
て
は
、

皮
膚
の
清
潔
が
第
一
で
す
か
ら
、
入

浴
は
毎
日
行
い
、
汗
を
吸
い
取
り
ゃ

す
い
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
の
下
着
な
ど

を
着
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
汗
を
か
い
た
ら
す
ぐ
着
替
え
さ

せ
、
そ
の
時
に
蒸
し
タ
オ
ル
で
汗
を

ふ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

「
あ
せ
も
」
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場

合
も
、
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
前
に
述

べ
た
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
は
、
で
き
る
だ
け
風
通
し
の
よ

い
涼
し
い
所
を
選
ん
で
寝
か
せ
、
皮

膚
を
刺
激
し
な

い
た
め
直
射
日
光
に

当
た
る
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

一
「
と
び
ひ
」
一

「あ
せ
も
」
と
同
様
に
、
こ
の
季

節
に
多
い
の
が
「
と
び
ひ
」
で
す
。

こ
れ
は
、
ブ
ド
ウ
球
菌
や
レ
ン
サ
球

菌
の
よ
う
な
化
膿
菌
が
皮
膚
の
表
面

で
起
こ
す
病
気
で
す
。

子
供
の
顔
や
手
足
な
ど
服
で
お
お

わ
れ
な
い
所
に
、
突
然
ソ
ラ
豆
大
の

水
ぶ
く
れ
が
で
き
ま
す
。

こ
の
水
ぶ

く
れ
は
、
だ
ん
だ
ん
黄
色
に
濁

っ
て

き
て
、
そ
れ
が
破
れ
る
と
赤
く
た
だ

れ
、
か
さ
ふ
た
を
作

っ
て
治

っ
て
い

き
ま
す
。
水
ぶ
く
れ
が
破
れ
た
時
に

出
る
液
が
周
囲
に
つ
く
こ
と
に
よ
り
、

広
が
り
ま
す
。

予
防
と
し
て
は
、
「
と
び
ひ
」
も
汗

と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
常
に
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
も
し
「
と
び
ひ
」

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ひ
ど
く
な

ら
な
い
う
ち
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
家
庭
で
は
、
皮
膚
や
衣
類
を
清

潔
に
し
て
、
周
囲
に
広
が
る
の
を
防

ぐ
た
め
、
水
ぶ
く
れ
か
ら
出
た
液
が

他
に
つ
か
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

フランコ 300円 白黒写真 引伸機

勉強机 (スチール製) 無料 ゆりかご

クーラー 50，000円 ベ ビーノ〈ス
、三ン、ン、 15，000円 すべ り台

応接セ ッ ト 20，000円 子供用自転車いす

サイドボード 5，000円 三輪車

キッチンテープル 10，000円 女児服 (4-7オ)

ドレ ッサー 5，000円 ジューサーミキサー

百科辞典 (全35巻) 30，000円 釜 (5升炊 き)

食器棚 20，000円 三面鏡

茶ダンス 無料 洗濯機

手日夕、ンス 18，000円 扇風機

室内ノ〈ス 話し合い 都市カ"スフロー式

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 折りたたみいす

どんなものでも登録しましょう。 I卓球台

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
H

不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
き

( 7月7日現在)不用品登録情報(主なもの)

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す

が
、
紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品

登
録
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、

取
り
引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活

す

生
九
ま

ら
船
巾

た
連
サ

し

引

し

ま
オ
負

り
u
d
を

あ
背
任

が
治
責

物
J

品
しy
は

い
似
て

J

今
品
、

引
線
引

引

肉

ご
:
L
 

つ

印
刷

J

-

河
川

ιい
。

川町
民
ル
き

物
ぽ
プ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
の
了

り
課
後
御

ず
境
介
で

ゆ
環
紹
の

0

0
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V楽しかったボウリング
心身障害者チャ リティボーリ ングが、 6月22日、国分のボウ リ

ング場で聞かれました。この催しは、市内の 7施設に入所してい

る約180人がボウリング場から招待されて実現したもので、今年で

3回目。参加した皆さんは、ボウリング場の係員に投げるコツを

教えてもらいながら、楽しそ うにボウルを投げてい ました。

ーー第 915号号~

中国から農民代表の訪日団v
7月 5日、中国の河北省農民友好訪 日団の一行45人

が市役所を訪れ、市長を表敬訪問しました。農民代表

としては初めての友好訪日固め一行は、この後、農協

の花造りや農機具などを見学しました。
針砂時抽J

城
南
公
園
が
完
成
V

市
が
、
中
之
条
に
建
設
し
て
い

た
城
南
公
園
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
た
児

童
公
園
で
、
面
積
は
約
二
千
五
百
平
方
灯
。
公
園
内
に
は
、
ス

ポ
ー

ツ
も
で
き
る
広
場
や
砂
場
、
ベ
ン
チ
、
丸
太
て
作
っ
た
遊

具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
同
制
裁
は
宝
く
し
の
助
成
金
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「上岡市海の家」の御利用をお盆の「くみ取り」はお早めに
Y，~%谷;兵と能生に

c>谷浜海岸・・・旅館「飯田屋」 宮0255⑮2101・2757

b能生浜海岸・・・民宿「かなはち」宮02556⑥2316

※お申し込みは電話で直接、海の家へ。予約を取

り消すときは、必ず海の家へ御連絡を。

例年、 お盆が近づ くと各家庭や事業所からのト

イレのくみ取りが多くなります。業者へは早めに

申し込みをされ、 くみ取りが集中することのない

よすに御協力をお願いします。



第 915号~

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
続
出

だえつ一(9)一一一一昭和59年 7月16日 広報

上回一新潟を

~ 

合，..司島
町 助物

‘ 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

申
〈

上田市勤労者互助会主催の第 1回ソフトボール大会が、 7月1日

上堀の河川敷グランドで行われました。この大会は、会員相互の親

睦と健康づくりが目的で聞かれたもので、市内14事業所の男女約80

人が参加しました。試合は、事業所別にチームを編成して対戦しま

したが、ホームランやファインプレーが続出するなど盛り上がった

大会となりました。

e降 、・民
家

一~ムノρ ー y ù 同情~- f 川 、』
6月24日、上回公園で「第 3回上回の森」が開かれました。この

催しは、市内各大学(信大繊維学部、長野大、上田女子短大)の学

生が共催して、学生聞の親睦と、市民の皆さんとの交流を深めよう

と開いたものです。会場では、ミス上田の森コンテスト、各大学の

催し物などが一日行われ、大勢の市民でにぎわいました。

に
ぎ
わ
っ
た
「
上
回
の
森
」

「
と
、
が
く
し

EFの
御
利
用
を

信
越
線
の
急
行
「
と
か
く
し
号
」

は
、
上
田
新
潟
聞
を
結
ぶ
唯

一
の

直
通
列
車
と
し
て
、
長
年
地
域
の
交

流
・
発
展
の
た
め
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
列
車
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
来
年
三
月
ご
ろ
に
予

定
さ
れ
て
い
る
国
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、

結ぶ

「
と
が
く
し
号
」
が
長
野
止
ま
り
に

な
る
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
利
用
者
が
減
っ
て
き
た

た
め
で
す
。

従
来
ど
お
り
上
田
長
野
聞
を
存

続
さ
せ
る
た
め
、
「
と
が
く
し
号
」
を

大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

とがくし号の時刻表
下り 上田発 新潟着

1号 6: 08 10 : 32 

3号 15: 44 19 : 51 

上り 新潟発 上田着

2号 11: 02 15 : 05 

4号 19: 24 23 : 48 

(上田一長野聞は許通列車)

交通対策課E⑫4100内線369

~ 

イL

申{

よ-

ヲ{a--%
夏の交通事故防止運動が、 7月28日仕)から 8月16日(本)までの20日

間、県下一斉に実施されます。夏は、レジャー、帰省、などによる通

行車両が増加し、さらに子供が夏休みに入ることから交通事故の多

発が予想されます。今回の運動の重点は次のとおりです。

①老人及び夏休み中の子供の事故防止

②自転車の事故防止 ③二輪車の事故防止

④無謀運転の追放 ⑤ンートベルト着用の推進

夏の交通事故防止運動
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お知らせ
青
少
年
相
談
室
の

えつ広報

御
利
用
を

膏
少
年
謀

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

6
8
0

E
⑫
8
0
8
0
(
直
通
)

青
少
年
相
談
室
は
、
四
月
か
ら
教

育
委
員
会
に
青
少
年
課
が
で
き
る
と

と
も
に
、
本
庁
舎
四
階
に
移
転
し
ま

し
た
。
同
相
談
室
で
は
、
電
話
相
談

と
並
行
し
て
次
の
時
間
帯
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

マ
平
日
・
:
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時

マ
土
曜
日
・
:
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
零
時
三
十
分

相
談
室
は
独
立
し
た
部
屋
で
、
専

門
の
栂
談
員、
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

-第 915号i号~

信
州
大
学
公
開
講
座

このほど、市役所オ階ロビーに和菓子で

でき芝高さ約H;;;もある上田織の模型ガ展
示され、訪れだ市民の目をひきましだ。この

上田威は、上田菓子商組合ガ今春東京で開

かれた全国菓子1尊覧会に出自し芝もので、
菊花金賞を受賞しだ作自です。

な
お
、
状
況
に
よ
っ
て
青
少
年
の

継
続
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
問
題

の
あ
ま
り
こ
じ
れ
な
い
う
ち
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
早
期
相
談
に
よ
っ

て
、
青
少
年
の
生
き
方
に
明
る
い
方

向
づ
け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
電

話
は
、
⑫
8
1
v
j
o
で
す
。
お
気
軽

に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

上
田
電
報
電
話
局

宅
内
サ
ー
ビ
ス
課
を

設
置
し
ま
し
た

上
回
電
報
電
話
局

宅
内
サ
ー
ビ
ス
課

宮
⑫
4
0
0
0
(
無
料
)

上
回
電
報
電
話
局
で
は
、
こ
の
ほ

ど
電
電
版
H

す
ぐ
や
る
謀
。
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た。

受
付
期
間
:
・七
月
十
八
日
附
か
ら
同

二
十
七
日
幽

かす
ぐ
や
る
課
。
は
「
宅
内
サ
ー

ビ
ス
課
」
で
、
従
来
、
受
付
と
工
事

を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
担
当
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
貫
し
て

「
宅
内
サ
ー
ビ

ス
課
」
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
、

県
勤
労
者
美
術
展
の

作
品
を
募
集

東
信
労
政
事
務
所

宮
⑫
1
2
6
0

第
三
十
一
団
長
野
県
勤
労
者
美
術

展
へ
出
品
す
る
作
品
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
勤
労
者
の
皆
さ
ん

ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
出
品
者
の
資
格
〉

県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤
労
者

〈
出
品
種
目
〉

下
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
出
品
の
制
限
〉

作
品
は
未
発
表
(
勤
務
す
る
職
場

で
発
表
し
た
も
の
は
さ
し
っ
か
え
な

い
)
の
も
の
で
、
一
人
一
種
と
し
点

数
は
一
点
と
し
ま
す
。

〈
出
品
の
手
続
き
及
び
搬
入
〉

出
品
希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
用

紙
を
用
い
、
八
月
二
十
二
日
附
か
ら

同
二
十
四
日
闘
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
に
、
東
信
労
政
事
務
所

(
上
田
合
同
庁
舎
内
)
に
申
し
込
む

と
同
時
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
出
品
料
〉

出
品
申
込
時
に
東
信
労
政
事
務
所

へ
千
円
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
展
示
会
場
及
び
会
期
〉

マ
上
回
会
場
・
:
上
田
市
総
合
展
示
館
、

九
月
二
十
二
日
出
i
同
二
十
六

日
制
午
前
十
時
i
午
後
五
時

格

種目 規 格 備 考

額装30号以内 1 軸装は、本表装とすること。

日本両 (額縁とも100cmX82cm以内) 2 軸装以外のものは額装とすること。

軸装200cmX 70cm (軸長)以内 3 特に裏張りを完全にし、合板を使用すること。

洋画
30号以内 1 水彩、 パスアル、版画を含む。

(額縁とも100cmX82cm以内) 2 すべて額装とすること

100cmX80cm、重量30kg以内 1 石昔、手芸は除〈 。

工芸 ただし、染色120cmX 100cm以内 2 陶器のうち破損しやすいものは除〈 。

陶器30cmX 30cm X 30cm以内 3 陶器は必ず木箱に入れること。

仕上り寸法
1 色紙、短冊、扉風及び刻字に類するものを除〈 。

書道 額装167cmX61cm以内
2 額装または本表装とすること。

3 金属額縁は使用しないこと。
軸長200cmX70cm以内

4 裏面にカギのあるものは受け付けない。

カラープリント四ツ切
1 四ツ切についてはノマネル、額縁などは使用し

ないこと。
写真 モノク ローム四ツ切以上

2 モノクロームの四ツ切を超えるものはノマネル
全紙大まで

貼りとする。

l注) ① 額縁を使用する場合は、破損のおそれのない強固なものとし、カヲスを使用しないこと。

② 額縁、パネルには吊具を必ず取り付けること。

規目種ロ回目出

91>、l
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相
談
室
は
独
立
し
た

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

第 915号~

信
州
大
学
公
開
講
座

「
科
学
と
生
活
」

受
講
者
を
募
集

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係

宮
⑮
0
1
5
6

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
は
、
次
の

と
お
り
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
:
・
七
月
二
十
八
日

ωか
ら
九

月
二
十
二
日
出
、
午
後
一
時
か
ら

同
四
時

と
ニ
ろ
:
・
信
州
大
学
繊
維
学
部

対
象
者
・
:
中
学
生
以
上
の
皆
さ
ん

だえつ一ー(11)一一一ー昭和59年 7月16日 広報

期 日 講 義 題 日 講 日市

7月28日(土)一遺巡伝伝子子工組学みの換話えと微生物育極 岡崎光雄教 授

8月4日出
植物細胞融合の話

押金健吾助教授
一試験管組物のできるしくみ

8月25日出 熱力学と生活 松田英臣教授

9月1日出 力学と生活ーおもちゃの力学 中沢賢助教授

9月22日ωつむぎ織物の話 篠原昭教授

信州大学公開講座日程表

受
付
期
間
・
・
七
月
十
八
日
制
か
ら
同

二
十
七
日
幽

募
集
人
員
:
・
約
三
十
名

(
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法
・
:
所
定
の
申
込
書
に
受
講

料
二
千
五
百
円
を
添
え
て
、
繊
維

学
部
教
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
・
:
実
施
要
項
、
申
込
書
の
郵

送
を
御
希
望
め
人
は
、
返
信
用
封

筒
(
あ
て
先
明
記
、
六
十
円
切
手

貼
付
)
を
同
封
の
う
え
、
次
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
干
3
8
6

市
内
常
田
三
|

一

五

|

一

信
州

大
学
繊
維
学
部
教
務
係

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

上
回
警
察
署
宮
⑫
3
5
6
5

警
察
署
で
は
、
八
月

一
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
「
行

方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
下

表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
家
出

し
所
在
不
明
に
な

っ
て
い
る
、
旅
行

や
働
き
に
出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
で
御
心
配
の
皆
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
本
人
の
写
真
や
家
出
当
時

の
様
子
の
わ
か
る
資
料
な
ど
を
お
持

ち
に
な

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

相談所開設日程表

日 時 場

8月 1日一 8月31日 長野県警察本部 |

o平 日…午前 8時30分~ 鑑識課(県庁9階)

午後 5時 宮0262⑫1251

0土曜日...午前 8時30分~正午 内車泉2373

上回警察署

8月10日樹午前 9時 ~午後4時 駅前派出所

宮⑫8613

4
か
月
児
健
診
の

日
程
を
一
部
変
更

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

今
年
の
四
月
中
に
各
家
庭
に
お
配

り
し
た
「
保
健
ご
よ
み
」
で
は
、
四

か
月
児
健
診
(
対
象
児
・
五
十
九
年

四
月
一
日
j
四
月
十
五
日
生
れ
)
を

八
月
十
六
日
附
に
実
施
す
る
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
八

月
二
十
三
日
同
に
変
更
し
ま
す
。
御

承
知
く
だ
さ
い
。

(注

f診も今 ミ今ミ伊都朝食単都船舶<%ミ伊 都今ミ相f

j国璽彊.j
;固定資産税第2期;
学 (都市計画税) ~ 

j国民健康保険税第 1期;
を 今月の納税は、固定資産税 (都 市計t
f画税)と国民健康保険税です。 i
f 税金は、納期内に納入されますよう!
?御協力くだきい。 ! 
E 今月の納期限は、 7月31日快)ですoj
\~ <収税課E⑫4100内線241・有線②0691)~ 

j 税金を納めて 明るい j 
g 街づくり ? 
し(市内中学生納税標語入選作 p 

ð7ミ~，為U悼C加ζ悼ð7ミ匂M制巴ゐ吋ヤミ♂悼今主命ミ

8月の乳幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時 から 2時 。

0母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ハブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちください。

会 士易 健 主o;:::会b 実}jffi日 対 象 見i 

4か月児
8月1日 59年 3月16日-3月31日生

8月23日 59年4月1日-4月15日生

10か月児
8月3日 58年9月16日-9月30日生

上回市保健セ ンター 8月22日 58年10月1日一10月15日生
(市役所南庁舎2階) 8月9日 58年 1月16日-}月31日生

l歳6か月児
8月24日 58年2月1日-2月15日生

3 員長児
8月10日 56年7月1日-7月15日生

8月17日 56年7月16日-7月31日生

4か月児
8月7日

59年3月16日-4月15日生

猛回母チ健康センター 10か月児 58年9月16日-10月15日生
(猛田地区) l員長6か月児

3歳児 8月31日 56年6月1日-7月31日生

4か月I足 59年3月16日-4月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 8月8日 58年9月16日ー10月15日生
t川両地区l l員長6か月児 58年 1月16日-2月15日生

3歳児

※赤ちゃん手帳を御利用ください。



だ 昭和59年 7月16日一一一ωー
県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

受
診
を

お
勧
め
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
成
人
病
予
防
と
健
康
増

進
の
た
め
、
県
長
野
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
(
長
野
市
若
里
)
で
受
診
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
常
の
諸
検
査
の
ほ
か
に
特
に
体
力

測
定
を
行
い
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

最
新
の
分
析
装
置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
使
っ
て
健
康
状
態
を
詳
し
く
説

明
し
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
、
市
役
所
前
か
ら
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料

送
迎
す
る
予
定
で
す
(
同
一
地
区
で

十
人
以
上
の
お
申
し
込
み
か
あ
っ
た

場
合
は
、
近
く
ま
で
パ
ス
が
行
き
ま

す
)。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
あ
な
た
の
健

康
度
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
・
:
お
お
む
ね
満
三
十
五
歳
以

上
の
市
民
の
皆
さ
ん

募
集
人
員
・
・
・
百
名

倹
査
内
容
:
・
血
液
生
化
学
検
査
、
尿

倹
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
写
真

えつ広報ー第 915号

搬
影
な
ど
十
一
項
目
の
検
査
と
体

力
測
定

(希
望
者
の
み
胃
検
診
)

受
診
料
:
・
九
千
円

(
同
時
に
胃
検
診

を
行
う
場
合
は
一
万
一
千
円
)

助
成
金
:
・
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)

を
補
助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象

と
な
る
人
は
三
十
五
歳
以
上
の
人

で
、
①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成

制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

受
診
日
:
・
九
月
、
十
月
中
の
指
定
日

申
込
方
法
:
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、

加
入
保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー

で
受
診
し
た
こ
と
の
有
無
を
、
電

話
ま
た
は
官
製
は
が
き
で
保
健
予

防
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
:
・
七
月
三
十
一
日

ω
(た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
①
受
診
日
は
決
定
次
第
通

知
し
ま
す
。
②
受
診
料
補
助
対
象

者
の
皆
さ
ん
は
受
診
決
定
後
、
印

鑑
と
保
険
証
を
御
持
参
の
う
え
受

診
前
に
当
課
へ
申
請
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
③
受
診
当
日
は
、
午
前

七
時
ま
で
に
指
定
場
所
に
御
集
合

く
だ
さ
い
。
④
申
し
込
み
の
取
り

消
し
ゃ
変
更
は
、
速
や
か
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。
⑤
対
象
外
の
人
で

も
受
診
で
き
ま
す
が
、
補
助
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

親
子
ポ
ケ
ッ
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

商
工
課
商
工
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

長
野
県
科
学
振
興
会
上
回
支
部
で

は
、
「
親
と
子
の
ポ
ケ

ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
教
室
」
を
次
の
と
お
り
聞
き

ま
す
。
子
供
は
中
学
生
以
上
が
対
象

で
、
先
着
三
十
組
で
締
め
切
り
ま
す
。

と
き
:
・
八
月
七
日
附
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

受
付
:
・
商
工
課
商
工
係

(
電
話
で

け

つ
こ
う
で
す
)

※
申
し
込
み
を
さ
れ
て
当
日
欠
席
き

れ
る
場
合
は
、
五
日
前
ま
で
に
商

工
課
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
郵
便
貯
金
オ
ン

ラ
イ
ン
網
完
成
記
念
」

懸
賞
論
文
を
募
集

上
田
郵
便
局
貯
金
課

宮
⑫
0
9
7
6

全
国
一
万
九
干
の
郵
便
局
を
結
ぶ

オ
ン
ラ
イ
ン
網
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
次

の
要
領
で
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待

や
活
用
方
法
な
ど
、
大
い
に
論
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

論
題
・
:
「
郵
便
貯
金
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
」

応
募
資
格
・
・
・
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

原
稿
及
び
枚
数
:
・

B
4
版
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
、
二
十
枚
程
度
。
本

文
以
外
に
同
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

に
論
題
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
及
び
本
文
要
旨
を
記
載

し
、
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
:
八
月
三
十
一
日
樹

送
り
先
・
:
干

1
0
5

東
京
都
港
区

虎
ノ
門
五
|
一
一
二
一
四

O
森

ビ
ル
六
階
郵
便
貯
金
振
興
会
論

文
募
集
係

賞
:
・
最
優
秀
作
・
一
名

(
賞
状
と
三

十
万
円
)

優
秀
作
・
二
名

(
賞

状
と
二
十
万
円
)

佳
作
・
五
干

名
(
賞
状
と
十
万
円
)

審
査
発
表
:
・
入
賞
者
の
発
表
は
、
十

月
下
旬
に
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
・
・
・
①
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
②
入
選
論
文
の
著
作
権
は

郵
便
貯
金
振
興
会
に
帰
属
し
ま
す

③
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り

ま
す
。

h
H
U『

噌
E
A

同
月、ベd

3号

愛の血液助け合い運動
献血をする人が年々増えてい

ます。でも、血液が必要な患者

さんも増えています。医療技術

の進歩に伴って、血液の需要は

ますます増加すると予想きれま

す。あなたも献血に御協力を・・・。

7月は郵便切手教室を開催します
上回郵便局では、次により「郵便切手教室」を

開催します。当 日は、切手の集め方、整理の仕方

など初心者向けの話や切手の即売会も行います。

と き・・1 月4日比)午後2時から 4時

と二ろ・・上田郵便局会議室(2階)

情師・・信越郵趣連盟副理事長・工藤林之助さん

115 ) 

63) 

52.1 

66 


	昭59年01月01日0902号01
	昭59年01月01日0902号02
	昭59年01月01日0902号03
	昭59年01月01日0902号04
	昭59年01月01日0902号05
	昭59年01月01日0902号06
	昭59年01月01日0902号07
	昭59年01月01日0902号08
	昭59年01月01日0902号09
	昭59年01月01日0902号10
	昭59年01月16日0903号01
	昭59年01月16日0903号02
	昭59年01月16日0903号03
	昭59年01月16日0903号04
	昭59年01月16日0903号05
	昭59年01月16日0903号06
	昭59年01月16日0903号07
	昭59年01月16日0903号08
	昭59年02月01日0904号01
	昭59年02月01日0904号02
	昭59年02月01日0904号03
	昭59年02月01日0904号04
	昭59年02月01日0904号05
	昭59年02月01日0904号06
	昭59年02月01日0904号07
	昭59年02月01日0904号08
	昭59年02月16日0905号01
	昭59年02月16日0905号02
	昭59年02月16日0905号03
	昭59年02月16日0905号04
	昭59年02月16日0905号05
	昭59年02月16日0905号06
	昭59年02月16日0905号07
	昭59年02月16日0905号08
	昭59年02月16日0905号09
	昭59年02月16日0905号10
	昭59年02月16日0905号11
	昭59年02月16日0905号12
	昭59年02月16日0905号13
	昭59年02月16日0905号14
	昭59年03月01日0906号01
	昭59年03月01日0906号02
	昭59年03月01日0906号03
	昭59年03月01日0906号04
	昭59年03月01日0906号05
	昭59年03月01日0906号06
	昭59年03月01日0906号07
	昭59年03月01日0906号08
	昭59年03月01日0906号09
	昭59年03月01日0906号10
	昭59年03月16日0907号01
	昭59年03月16日0907号02
	昭59年03月16日0907号03
	昭59年03月16日0907号04
	昭59年03月16日0907号05
	昭59年03月16日0907号06
	昭59年03月16日0907号07
	昭59年03月16日0907号08
	昭59年03月16日0907号09
	昭59年03月16日0907号10
	昭59年03月16日0907号11
	昭59年03月16日0907号12
	昭59年04月01日0908号01
	昭59年04月01日0908号02
	昭59年04月01日0908号03
	昭59年04月01日0908号04
	昭59年04月01日0908号05
	昭59年04月01日0908号06
	昭59年04月01日0908号07
	昭59年04月01日0908号08
	昭59年04月01日0908号09
	昭59年04月01日0908号10
	昭59年04月01日0908号11
	昭59年04月01日0908号12
	昭59年04月01日0908号13
	昭59年04月01日0908号14
	昭59年04月01日0908号15
	昭59年04月01日0908号16
	昭59年04月01日0908号17
	昭59年04月01日0908号18
	昭59年04月16日0909号01
	昭59年04月16日0909号02
	昭59年04月16日0909号03
	昭59年04月16日0909号04
	昭59年04月16日0909号05
	昭59年04月16日0909号06
	昭59年04月16日0909号07
	昭59年04月16日0909号08
	昭59年04月16日0909号09
	昭59年04月16日0909号10
	昭59年04月16日0909号11
	昭59年04月16日0909号12
	昭59年05月01日0910号01
	昭59年05月01日0910号02
	昭59年05月01日0910号03
	昭59年05月01日0910号04
	昭59年05月01日0910号05
	昭59年05月01日0910号06
	昭59年05月01日0910号07
	昭59年05月01日0910号08
	昭59年05月01日0910号09
	昭59年05月01日0910号10
	昭59年05月01日0910号11
	昭59年05月01日0910号12
	昭59年05月01日0910号13
	昭59年05月01日0910号14
	昭59年05月01日0910号15
	昭59年05月01日0910号16
	昭59年05月16日0911号01
	昭59年05月16日0911号02
	昭59年05月16日0911号03
	昭59年05月16日0911号04
	昭59年05月16日0911号05
	昭59年05月16日0911号06
	昭59年05月16日0911号07
	昭59年05月16日0911号08
	昭59年05月16日0911号09
	昭59年05月16日0911号10
	昭59年05月16日0911号11
	昭59年05月16日0911号12
	昭59年06月01日0912号01
	昭59年06月01日0912号02
	昭59年06月01日0912号03
	昭59年06月01日0912号04
	昭59年06月01日0912号05
	昭59年06月01日0912号06
	昭59年06月01日0912号07
	昭59年06月01日0912号08
	昭59年06月01日0912号09
	昭59年06月01日0912号10
	昭59年06月01日0912号11
	昭59年06月01日0912号12
	昭59年06月01日0912号13
	昭59年06月01日0912号14
	昭59年06月01日0912号15
	昭59年06月01日0912号16
	昭59年06月16日0913号01
	昭59年06月16日0913号02
	昭59年06月16日0913号03
	昭59年06月16日0913号04
	昭59年06月16日0913号05
	昭59年06月16日0913号06
	昭59年06月16日0913号07
	昭59年06月16日0913号08
	昭59年06月16日0913号09
	昭59年06月16日0913号10
	昭59年06月16日0913号11
	昭59年06月16日0913号12
	昭59年07月01日0914号01
	昭59年07月01日0914号02
	昭59年07月01日0914号03
	昭59年07月01日0914号04
	昭59年07月01日0914号05
	昭59年07月01日0914号06
	昭59年07月01日0914号07
	昭59年07月01日0914号08
	昭59年07月01日0914号09
	昭59年07月01日0914号10
	昭59年07月01日0914号11
	昭59年07月01日0914号12
	昭59年07月01日0914号13
	昭59年07月01日0914号14
	昭59年07月16日0915号01
	昭59年07月16日0915号02
	昭59年07月16日0915号03
	昭59年07月16日0915号04
	昭59年07月16日0915号05
	昭59年07月16日0915号06
	昭59年07月16日0915号07
	昭59年07月16日0915号08
	昭59年07月16日0915号09
	昭59年07月16日0915号10
	昭59年07月16日0915号11
	昭59年07月16日0915号12
	昭59年07月16日0915号13
	昭59年07月16日0915号14
	昭59年07月16日0915号15
	昭59年07月16日0915号16
	昭59年07月16日0915号17
	昭59年07月16日0915号18
	昭59年08月01日0916号01
	昭59年08月01日0916号02
	昭59年08月01日0916号03
	昭59年08月01日0916号04
	昭59年08月01日0916号05
	昭59年08月01日0916号06
	昭59年08月01日0916号07
	昭59年08月01日0916号08
	昭59年08月01日0916号09
	昭59年08月01日0916号10
	昭59年08月01日0916号11
	昭59年08月01日0916号12
	昭59年08月16日0917号01
	昭59年08月16日0917号02
	昭59年08月16日0917号03
	昭59年08月16日0917号04
	昭59年08月16日0917号05
	昭59年08月16日0917号06
	昭59年08月16日0917号07
	昭59年08月16日0917号08
	昭59年08月16日0917号09
	昭59年08月16日0917号10
	昭59年09月01日0918号01
	昭59年09月01日0918号02
	昭59年09月01日0918号03
	昭59年09月01日0918号04
	昭59年09月01日0918号05
	昭59年09月01日0918号06
	昭59年09月01日0918号07
	昭59年09月01日0918号08
	昭59年09月01日0918号09
	昭59年09月01日0918号10
	昭59年09月01日0918号11
	昭59年09月01日0918号12
	昭59年09月16日0919号01
	昭59年09月16日0919号02
	昭59年09月16日0919号03
	昭59年09月16日0919号04
	昭59年09月16日0919号05
	昭59年09月16日0919号06
	昭59年09月16日0919号07
	昭59年09月16日0919号08
	昭59年09月16日0919号09
	昭59年09月16日0919号10
	昭59年09月16日0919号11
	昭59年09月16日0919号12
	昭59年09月16日0919号13
	昭59年09月16日0919号14
	昭59年09月16日0919号15
	昭59年09月16日0919号16
	昭59年10月01日0920号01
	昭59年10月01日0920号02
	昭59年10月01日0920号03
	昭59年10月01日0920号04
	昭59年10月01日0920号05
	昭59年10月01日0920号06
	昭59年10月01日0920号07
	昭59年10月01日0920号08
	昭59年10月01日0920号09
	昭59年10月01日0920号10
	昭59年10月01日0920号11
	昭59年10月01日0920号12
	昭59年10月01日0920号13
	昭59年10月01日0920号14
	昭59年10月01日0920号15
	昭59年10月01日0920号16
	昭59年10月16日0921号01
	昭59年10月16日0921号02
	昭59年10月16日0921号03
	昭59年10月16日0921号04
	昭59年10月16日0921号05
	昭59年10月16日0921号06
	昭59年10月16日0921号07
	昭59年10月16日0921号08
	昭59年10月16日0921号09
	昭59年10月16日0921号10
	昭59年11月01日0922号01
	昭59年11月01日0922号02
	昭59年11月01日0922号03
	昭59年11月01日0922号04
	昭59年11月01日0922号05
	昭59年11月01日0922号06
	昭59年11月01日0922号07
	昭59年11月01日0922号08
	昭59年11月01日0922号09
	昭59年11月01日0922号10
	昭59年11月16日0923号01
	昭59年11月16日0923号02
	昭59年11月16日0923号03
	昭59年11月16日0923号04
	昭59年11月16日0923号05
	昭59年11月16日0923号06
	昭59年11月16日0923号07
	昭59年11月16日0923号08
	昭59年11月16日0923号09
	昭59年11月16日0923号10
	昭59年11月16日0923号11
	昭59年11月16日0923号12
	昭59年11月16日0923号13
	昭59年11月16日0923号14
	昭59年12月01日0924号01
	昭59年12月01日0924号02
	昭59年12月01日0924号03
	昭59年12月01日0924号04
	昭59年12月01日0924号05
	昭59年12月01日0924号06
	昭59年12月01日0924号07
	昭59年12月01日0924号08
	昭59年12月01日0924号09
	昭59年12月01日0924号10
	昭59年12月01日0924号11
	昭59年12月01日0924号12
	昭59年12月01日0924号13
	昭59年12月01日0924号14
	昭59年12月16日0925号01
	昭59年12月16日0925号02
	昭59年12月16日0925号03
	昭59年12月16日0925号04
	昭59年12月16日0925号05
	昭59年12月16日0925号06
	昭59年12月16日0925号07
	昭59年12月16日0925号08
	昭59年12月16日0925号09
	昭59年12月16日0925号10
	昭59年12月16日0925号11
	昭59年12月16日0925号12
	昭59年12月16日0925号13
	昭59年12月16日0925号14

